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科目名 看護の統合と実践実習 単位数・時間数 3 単位 90 時間 開講年次 3 学年後期 

担当講師名 専任教員、実習指導者 実習場所 二戸・一戸・軽米病院 

目的 
看護の対象を総合的に理解し、医療・看護チームの一員としての役割と責任を自覚し、主体

的に看護を実践する能力を養う 

到達目標 

１． 医療・看護チームの一員として、役割と機能を理解し深めることができる 

２． 継続・連携の実際を通し、チームの一員としての役割と責任を自覚できる 

３． 既習の知識・技術・態度を統合し、主体的に安全・安楽な看護実践力を高めることができ

る 

実 習 内 容 ・ 方

法 

【一勤務帯実習】8：30～17：15 ２日間 

１．日勤帯の一勤務時間実習し、業務の流れを知る 

２．夜勤、翌日に向けた準備や報告・連絡・相談の方法を知り、チームメンバーの一員

としての役割について考える 

【メンバーシップ実習】8：30～15：30 ３日間+午後半日 

１．複数の患者を受け持ち、看護過程の展開を行う 

２．複数の患者の安全と安楽を考えたケアを考え、報告・連絡・相談・調整を行いなが

ら実践する 

３．PNS ミーティング、病棟カンファレンスへ参加し、チームメンバーとしての役割

を認識する 

【看護管理実習】８時間（1 日） 

１．病棟看護師長に同行し、看護管理の実際を知る 

２．チームの一員として看護管理をどのように行うか考える 

【医療安全管理実習】8：30～11：30 ４時間 

１．医療安全の実際の説明やラウンドを見学し、危険回避のための予測した行動を取る 

２．医療安全で学んだことから受け持ち患者の安全について考え、実践する 

３．病棟内で行われているインシデントに関するカンファレンスへの参加をする 

【コーディネーター実習】８時間（1 日） 

１．コーディネーターに同行し、報告・連絡調整の実際を知る 

２．チームの一員として報告・連絡・相談をどのように行う必要があるか考え実践する 

【夜勤実習】16：00～21：45 ７時間 

１．夜勤スタッフに同行し夜勤帯業務について知る 

２．入眠するまでの患者の様子を観察する 

３．24 時間継続して療養生活支える看護について考えを深める 

【ペア実習】３日間 

１．１年生と一緒に患者を受け持ち、既習の知識・技術の振り返りを行う 

備考 詳細は、実習要綱を参照する 

成績評価方法 実習評価表に基づき評価する 

 


